第　13　分　科　会

	タイトル
	自治体からはじまる地域教育へのチャレンジ

	サブタイトル
	図書館・学校現場から見えてくるもの

	推進委員
	座　長：山　本　修　哉（富山県本部）

副座長：宮　里　　　勝（沖縄県本部）

記　録：澁　川　　　学（香川県本部)

　　　　深　田　明　美（三重県本部)
司　会：村　上　哲　也（大阪市職)

	本部推進委員
	鬼　木　　　誠（組織対策局長）

	担当書記
	三　浦　一　力（総合組織局）


	項　　目
	内　　　　　容

	テ　ー　マ
	日本において、少子高齢化や人口の減少などの要因により、地域社会のあり方が変化し、地域における人間関係の希薄化などの問題が生じています。また一方で東日本大震災を契機に、地域における人と人とのつながりやコミュニティなどの重要性があらためて見直されています。

そうした中で、自治体が地域教育を通して人づくり・地域づくりを担うことは重要な要素の一つです。

たとえば、図書館や公民館などの生涯学習施設では、市民の学びに対する支援だけにとどまらず、学びを通じて、人と情報がつながりあうことができます。また、学校現場においては地域と学校とが密接に連携しながら、子どもの学びを支える環境づくりが進められており、教育委員会事務局や学校調理、学校環境整備などの職員がさまざまな現場において地域教育に携わっています。

本分科会では地域教育における具体的なチャレンジの事例報告を中心に、市民自らが地域課題の解決に取り組む住民自治の形成に向けた“学び”のあり方について考えます。

	佐賀自治研で
取り上げる

自治研的課題
	●　地域を支える図書館や公民館など公共施設をどのように地域教育に活用していくか

●　学校給食や学校環境整備を地域教育にどう生かすか

●　地域で考える今後の地域教育の方向性　など

	課題解決に向けた

先進的活動
	①　伊万里市における図書館の取り組み

②　京都市の学校給食における食文化・食育の取り組み

③　川崎市の学校環境整備における「伝十郎桃復活」の取り組み

	タイムスケジュール


	９：30　　開会・趣旨説明

９：40　　講演「地域に求められる図書館」

　　　　　　　猪谷　千香（文筆家・ハフィントンポスト日本版記者）

　　　　　質疑・応答

10：50　　要請レポート発表（質疑・応答含む）

　　　　　・「学校用務業務 ― 川崎発祥『伝十郎桃』復活の
　　　　　　　取り組み ― 」
　　　　　　　　神奈川県本部／川崎市職員労働組合・教育支部
　　　　　　　　伊藤　　昇

　　　　　・「給食における食物アレルギー全市統一対応に向けて」
　　　　　　　　京都府本部／京都市学校給食職員労働組合　橋本　正樹

11：30　　自主レポート報告

　　　　　・伊万里市職員労働組合・伊万里市民図書館ほか

12：00　　昼　　食

13：00　　自主レポート報告（質疑・応答含む）

　　　　　・石垣市職員労働組合ほか

13：30　　パネルディスカッション

　　　　　　コーディネーター：上林　陽治
　　　　　　　　　　　　　　　（（公財）地方自治総合研究所研究員）

　　　　　　パネリスト：猪谷　千香
　　　　　　　　　　　　（文筆家・ハフィントンポスト日本版記者）

　　　　　　　　　　　　伊万里市民図書館

　　　　　　　　　　　　伊藤　　昇（川崎市職員労働組合・教育支部）
　　　　　　　　　　　　橋本　正樹（京都市学校給食職員労働組合）
15：15　　休　　憩

15：30　　会場との意見交換

15：45　　まとめ・講評

16：00　　閉　　会
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